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鹿
島
藩
第
四
代
藩
主
鍋
島
直
條
は
、
宝
永
二
年
（
一
七
0
五
）

四
月
三
十
日
、
江
戸
の
青
山
の
藩
邸
に
お
い
て
、
五
十
一
歳
で
没

し
た
が
、
そ
れ
か
ら
三
年
目
の
同
五
年
冬
、
霊
元
上
皇
の
勅
命
に

よ
り
、
直
條
旧
蔵
の
「
陳
希
夷
睦
睡
像
」
が
、
仙
洞
御
所
へ
献
上

註
ー

さ
れ
、
恩
賜
の
歌
書
三
部
と
香
炉
を
拝
領
す
る
と
い
う
、
鹿
島
藩

に
と
っ
て
、
前
代
未
聞
の
慶
事
が
出
来
し
た
の
で
あ
る
。
「
陳
希

夷
睦
睡
像
」
と
は
、
そ
も
そ
も
何
だ
っ
た
の
か
、
と
い
う
穿
堅
か

ら
始
め
る
こ
と
に
す
る
。
「
陳
希
夷
睦
眠
像
」
と
は
、
直
條
の
兄

格
峰
実
外
の
自
筆
の
文
章
「
藤
直
堅
上
進
陳
希
夷
睦
睡
像
記
」

（
平
成
十
一
年
、
祐
徳
博
物
館
新
蔵
）
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
、

は
じ
め
に
陳
希
夷
睦
睡
像
一
件

I

鍋
島
直
條
没
後
の
盛
事
|
|

特
集
◇
記
念
す
る
文
学

直
條
が
生
前
、
中
国
の
仙
人
陳
希
夷
の
睡
像
に
、
京
都
嵯
峨
の
直

指
庵
主
道
澄
月
渾
の
讃
を
乞
い
、
一
幅
の
掛
物
と
し
て
装
灌
を
施

し
、
秘
か
に
蔵
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
画
像
が
な
ぜ
、

直
條
に
よ
っ
て
愛
蔵
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
霊

元
上
皇
が
な
ぜ
一
覧
を
欲
し
て
献
上
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
の
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
宋
代
の
仙
人
陳
希
夷
先
生
が
何
者
で
あ
っ
た
か
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

い
ま
、
最
も
簡
便
に
、
平
凡
社
の
『
大
百
科
事
典
』
（
昭
和
六

十
年
三
月
刊
）
「
ち
ん
た
ん
陳
拇

C
h
e
n
T
u
a
n
」
の
項
に
つ

井

上

敏

幸
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ナ
ま
‘

,
1

,’ 

は
く

五
代
・
宋
初
の
道
士
。
字
は
図
南
。
奎
州
（
河
南
）
の
人
。

後
唐
長
興
年
間
（
九
三
〇
＼
九
三
三
）
の
科
挙
に
落
第
し
て

仕
官
を
あ
き
ら
め
、
湖
南
の
武
当
山
九
室
巖
に
隠
棲
し
て
道

術
を
学
び
、
の
ち
に
華
山
雲
台
観
な
ど
に
住
ん
だ
。
後
周
の

世
宗
に
召
さ
れ
、
ま
た
宋
の
太
宗
の
と
き
に
は
二
度
上
京
し

て
寵
遇
さ
れ
、
希
夷
先
生
の
号
を
賜
っ
た
。
《
易
》
を
好
ん

で

《
正
易
心
法
》
な
ど
の
著
作
が
あ
り
、
と
く
に
宋
学
の
根

幹
を
な
す
《
太
極
図
》
は
彼
の
作
と
も
い
わ
れ
る
。
（
竺
沙

雅
章
）

の
ご
と
き
人
物
だ
っ
た
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

註

2

現
代
の
辞
典
類
、
諸
橋
轍
次
の
『
大
漢
和
辞
典
』
、
近
藤
春
雄

註

3

の
『
中
国
学
芸
大
辞
典
」
で
は
、
仙
術
を
修
め
た
道
士
で
あ
る
と

同
時
に
、
『
太
極
図
」
を
伝
え
、
「
易
」
を
学
ん
だ
宋
学
の
歴
史
の

中
で
重
要
な
地
位
を
占
め
る
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て

い
る
が
、
近
世
の
人
々
が
読
ん
だ
で
あ
ろ
う
彼
の
伝
記
類
で
は
、

専
ら
、
よ
く
眠
る
仙
人
で
、
人
相
を
見
て
は
予
言
を
よ
く
し
た
道

士
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

明
の
王
世
貞
編
の
『
有
象
列
仙
伝
」
は
、
慶
安
三
年
（

一
六
五

0
)

に
和
刻
本
が
出
さ
れ
た
後
、

幕
末
ま
で
、
何
度
も
版
を
重
ね

た
書
物
で
あ
る
が
、
そ
の
巻
七
「
陳
樽
」
の
項
で
は
、
「
穀
ヲ
辟

ケ
ル
コ
ト
凡
二
十
余
年
」
に
及
び
、
一
度
眠
る
や
「
月
を
累
ネ
テ

み

起
キ
ザ
ル
」
仙
人
で
あ
る
と
同
時
に
、
「
人
ヲ
緊
、
物
ヲ
察
シ
テ

聖
凡
ヲ
辮
別
」
す
る
こ
と
の
で
き
る
相
人
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ

れ
、
宋
の
太
祖
の
登
極
を
予
言
し
た
こ
と
等
が
記
さ
れ
、
陳
拇
の

没
年
は
、
端
供
二
年
（
九
八
九
）
で
、
年
齢
は
、
百
十
八
歳
で
あ
っ

註

4

た
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
宋
学
の
大
成
者
で
あ
る
朱

喜
~
の
撰
に
な
る
『
名
臣
言
行

録
』
巻
十
の
「
陳
拇
希
夷
先
生
」
の
項
で
は
、
「
隠
居
シ
テ
、

門
ヲ
閉
ジ
テ
、
独
リ
臥
シ
、
百
余
日
二
至
ッ
テ
起
キ
」
ず
、
「
黄

白
ノ
術
」
（
錬
金
術
）
を
会
得
し
た
人
物
で
あ
り
、
「
神
仙
ノ
術
」

を
学
び
、
「
人
倫
ノ
風
竪
ヲ
善
ク
シ
」
て
、
宋
の
太
祖
の
登
極
を

予
言
し
た
者
と
し
て
、
世
間
で
は
、
専
ら
に
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、

「
有
道
」
の
人
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
、
強

調
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
名
臣
言
行
録
』
は
、
『
宋
朱
晦
庵
先
生

名
臣
言
行
録
』
の
書
名
で
、
寛
文
七
年
(
-
六
六
七
）
に
和
刻
さ

れ
、
こ
れ
ま
た
幕
末
明
治
ま
で
、
何
度
も
出
版
さ
れ
広
く
読
ま
れ

註

5

た
も
の
で
あ
る
。
陳
博
と
宋
学
と
の
結
び
つ
き
が
強
調
さ
れ
て
く
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る
の
も
、
こ
の
朱
喜
~
の
著
述
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
で
あ
り
、
時
代

の
人
々
の
理
解
も
、
こ
う
し
た
流
れ
に
沿
っ
た
も
の
だ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
『
列
仙
全
伝
』
が
和
刻
出
版
さ
れ
た

慶
安
（
一
六
四
八
＼
五
一
）
ご
ろ
の
陳
拇
仙
の
理
解
は
、
む
し
ろ

有
道
の
仙
人
で
あ
る
と
同
時
に
優
れ
た
相
人
と
見
ら
れ
て
い
た
傾

向
が
強
い
こ
と
が
、
慶
安
四
年
(
-
六
五
一
）
刊
の
『
神
相
全
編
」

の
存
在
に
よ
っ
て
窺
え
る
。
同
書
内
題
下
の
著
者
名
欄
に
は
、

「
宋
希
夷
陳
掲
秘
伝
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
本
書

は
、
文
化
四
年
(
-
八
0
七
）
の
改
版
も
あ
っ
て
、
幕
末
迄
広
く

註
6

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
当
時
の
漢
詩
文
の
愛
好
者
達
の
必
備
の
作
法
書
『
円
機

活
法
j

巻
十
「
人
品
門
」
「
隠
者
ノ
項
」
に
は
、
「
希
夷
先
生
陳

樽
字
図
南
。
嘗
乗
白
駿
欲
入
沖
中
。
途
聞
太
祖
登
極
大
笑
墜
嘘
曰
。

天
下
自
此
定
突
。
号
希
夷
先
生
」
と
、
宋
の
太
祖
の
時
代
の
到
来

註
7

を
予
言
し
た
故
事
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
『
増
補
国
華
集
』
で
は
、

巻
上
の
「
隠
居
」
と
「
夢
府
睡
眠
」
の
二
項
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、

・
華
山
隠
士
陳
拇
、
字
図
南
云
々
。
隠
武
当
山
、
常
乗
白
襲
云
々
。

聞
藝
祖
登
極
、
大
笑
墜
聰
日
、
天
下
於
是
定
芙
。
遂
入
華
山

為
道
士
。
（
「
隠
居
」
ノ
項
）

・
陳
揮
隠
レ
睡
一
国
睡

肴
祠
携
昇
枕
ヲ
訊
陳
縛
圏

（
「
夢
何
睡
眠
」
ノ
項
）

の
ご
と
く
に
陳
拇
が
出
て
き
て
お
り
、
漠
詩
文
の
世
界
で
は
隠
居

の
人
、
は
た
ま
た
睡
眠
の
人
と
し
て
、
広
く
中
国
・
日
本
の
知
識

人
達
に
親
し
ま
れ
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。

で
は
次
に
、
お
よ
そ
七
百
年
前
の
中
国
の
有
道
の
仙
人
で
あ
り
、

相
人
で
あ
り
、
隠
居
・
睡
眠
の
人
で
あ
る
陳
博
仙
人
の
画
像
を
、

何
故
に
直
條
は
、
家
臣
を
長
崎
に
遣
わ
し
て
ま
で
描
か
せ
、
ま
た
、

霊
元
上
皇
は
、
何
故
に
そ
う
し
た
直
條
旧
蔵
の
画
像
を
、
勅
命
を

下
し
て
ま
で
も
取
り
寄
せ
、
一
覧
し
た
い
と
思
わ
れ
た
の
か
、
と

い
う
こ
と
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
前
に
、
直
條
が
そ

の
画
像
を
手
に
入
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
に

す
る
。鹿
島
市
立
図
書
館
に
写
本
『
存
誠
長
崎
筆
談
』
二
巻
二
冊
が
所

蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
は
、
直
條
の
命
を
受
け
た
、
家
臣
並
木

昌
純
、
存
誠
が
、
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
十
月
、
長
崎
に
来
た
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都
君
詞
藻
我
驚
魂

月
焙
前
渓
水
一
痕

中
国
の
人
約
十
名
か
ら
、
直
接
聞
き
得
た
、
明
・
清
の
政
治
情
況
、

著
名
な
文
人
等
の
動
き
、
地
理
・
植
物
・
動
物
・
織
物
及
び
書
物

等
に
関
す
る
話
を
筆
録
し
、
直
條
に
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
中
に
、
陳
拇
画
像
を
め
ぐ
る
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

一
、
童
元
基
ハ
宿
二
居
リ
申
候
ヘ
ハ
、
方
々
よ
り
書
画
ヲ
タ

ノ
ミ
申
候
二
付
、
南
京
寺
二
参
リ
、
又
林
宗
順
卜
申
者
ノ
所

ニ
カ
ク
レ
居
申
候
。
初
日
ハ
、
普
敬
、
碧
渾
同
道
仕
、
参
申

候
而
、
近
付
二
罷
成
候
而
、
先
頃
指
上
申
候
、
芙
蓉
蘭
ノ
絵

ヲ
カ
、
セ
申
候
。
且
又
拙
作
詩
ヲ
出
申
候
。
批
点
ヲ
求
申
候
。

次
日
晩
景
、
基
某
宿
二
、
右
宗
順
同
心
仕
参
、
陳
図
南
像
額

ヲ
カ
、
セ
候
。
先
、
童
元
書
曰
、
「
陳
名
拇
号
図
南
。
宋
太

祖
皇
帝
封
道
号
希
夷
先
生
。
高
臥
西
岳
華
山
頂
上
」
。
如
此

書
申
候
而
、
像
ヲ
写
申
候
。

其
序
二
某
詩
ヲ
作
り
申
候
而
、
出
シ
申
候
。

且
喜
狸
毛
唯
能
言
丹
青
入
妙
又
驚
魂

遥
聴
湘
水
煙
景
好
写
出
君
山
月
一
痕

nu 
禾

海
外
相
逢
傾
蓋
言

一
窓
夜
話
明
黎
火

奉
和

菅
存
誠
様
原
韻
斧
政
童
立
山
拝
草

存
誠
が
、
自
分
の
宿
に
呼
ん
で
描
か
せ
た
「
陳
図
南
像
額
」
の

画
者
、
童
元
基
は
、
清
国
の
書
画
を
よ
く
し
た
人
物
で
、
「
貞
享

三
年
秋
」
に
長
崎
に
来
て
い
た
こ
と
は
、
長
崎
の
聖
福
寺
所
蔵
の

「
聖
福
八
景
図
」
の
署
名
に
、
「
丙
寅
秋
日
童
立
山
写
」
と
あ
る

註
9

こ
と
で
、
証
明
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
が
、
文
化
元
・
ニ
年

に
長
崎
奉
行
支
配
勘
定
役
と
し
て
長
崎
に
来
て
い
た
大
田
南
畝
は
、

そ
の
随
筆
『
瑣
浦
雑
綴
』
の
中
で
、

〇
虎
渓
三
笑
の
画
一
幅
、
立
山
と
い
へ
る
名
あ
る
を
得
た
り
。

賛
あ
り
。
〔
欄
外
。
立
山
（
胡
）
（
処
方
）
の
印
あ
り
〕
（
中

略
）
書
画
人
名
録
に
清
人
来
舶
の
条
下
、
菫
元
基
、
字
処
方
、

号
立
山
、
浙
江
人
、
行
書
と
あ
り
。
此
人
に
あ
ら
ず
や
。

と
述
べ
、
「
立
山
」
を
「
董
元
基
」
、
別
号
「
立
山
」
か
と
し
て
い

る
。
「
董
」
と
「
童
」
の
相
違
に
、
若
干
の
問
題
は
残
る
が
、
格

主
l
1n-nl 

峰
の
「
睦
睡
像
記
」
や
月
渾
の
「
傷
井
引
」
及
び
『
桃
薬
編
』
中

の
文
章
に
あ
る
「
董
元
基
」
と
本
書
の
「
童
元
基
」
を
同
一
人
物

と
み
て
ま
ず
間
違
い
な
い
。
で
は
、
こ
の
来
泊
中
の
清
国
の
書
画

家
董
元
基
に
依
頼
す
れ
ば
、
陳
拇
像
が
描
い
て
も
ら
え
る
と
い
う
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情
報
を
、

直
條
等
は
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
を
通
じ
て
入
手
し
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
情
報
を
鹿
島
の
地
に
送
っ
て
い
た

の
は
、
『
筆
談
』
に
登
場
し
て
い
る
、
「
普
敬
」
「
碧
渾
」
の
親
子

で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
董
（
童
）
元
基
が
、

書
画
の

注
文
の
多
さ
に
恐
れ
を
な
し
、
隠
れ
て
い
た
の
を
、
普
敬
・
碧
渾

親
子
が
同
道
し
て
き
て
く
れ
て
、
存
誠
は
「
近
付
」
き
と
な
り
、

次
の
日
の
夜
、
存
誠
の
宿
（
宿
舎
）
へ
来
て
、
陳
博
像
を
描
い
て

く
れ
た
と
述
べ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
書
き
方
か
ら
推
測

さ
れ
る
こ
と
は
、
普
敬
・
碧
渾
親
子
は
、
そ
も
そ
も
よ
り
董
元
基

を
よ
く
知
っ
て
お
り
、
隠
れ
て
い
る
彼
を
連
れ
て
く
る
に
は
、
林

宗
順
に
頼
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
ま
た
、

そ
う
し
た
手
筈
の
す
べ
て
を
整
え
た
上
で
、
存
誠
の
来
長
崎
を
待
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う

な
推
測
が
可
能
な
の
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
普
敬
・
碧
渾
親
子

そ
う
ふ
く
じ

は
、
と
も
に
長
崎
の
唐
寺
崇
福
寺
と
縁
の
深
い
黄
辟
盃
僧
の
親
子
だ
っ

t
2
 

一苔

n
l

た
か
ら
で
あ
る
。
普
敬
は
、
筑
後
の
国
の
人
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

三
十
六
歳
の
寛
文
十
年
十
二
月
八
日
、
即
非
の
最
後
を
看
取
る
べ

く
長
崎
の
崇
福
寺
に
あ
っ
た
桂
巖
明
幡
の
下
で
出
家
し
、
そ
の
後
、

鹿
島
の
円
通
山
福
源
寺
に
二
十
余
年
住
し
、
元
禄
七
年
（
一
六
九

四
）
、
六
十
歳
で
示
寂
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
間
、
息
子
が

主

3

出
家
し
、
碧
渾
寂
清
と
号
し
、
崇
福
寺
の
唐
僧
玉
岡
海
毘
（
延
宝

二
年
（
一
六
七
四
）
渡
来
）
の
法
嗣
と
な
り
、
崇
福
寺
内
に
海
毘

が
開
い
た
竹
林
院
の
二
代
目
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し

て
、
こ
の
竹
林
院
の
創
建
が
、
貞
享
三
年
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ

れ
る
。
全
く
の
想
像
で
は
あ
る
が
、
こ
の
竹
林
院
の
開
堂
式
か
何

か
に
出
席
す
る
た
め
に
、
鹿
島
か
ら
父
親
の
普
敬
が
長
崎
へ
出
掛

け
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
て
、
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
存
誠
が
、

普
敬
の
案
内
で
一
緒
に
長
崎
へ
赴
い
た
と
考
え
う
る
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。
以
上
の
想
像
は
、
あ
る
い
は
当
た
っ
て
い
な
い
の
か
も

知
れ
な
い
が
、
と
も
か
く
も
、
鹿
島
藩
に
お
い
て
、
長
崎
に
詳
し

い
黄
辟
杏
僧
達
の
情
報
を
通
じ
て
、
董
元
基
な
る
清
国
の
書
画
家
の

来
日
を
知
り
、
直
條
が
、
陳
拇
の
画
像
を
入
手
す
べ
く
、
家
臣
の

存
誠
を
長
崎
へ
遣
わ
し
た
事
実
は
、
こ
の
記
事
に
よ
っ
て
、
確
認

で
き
た
と
い
え
る
。
存
誠
の
記
事
「
先
、
童
元
書
曰
」
に
従
え
ば
、

董
元
基
は
、
陳
捕
画
像
を
描
く
前
に
陳
揮
の
こ
と
を
、

陳
名
拇
。
号
図
南
。
宋
太
祖
皇
帝
、
封
道
号
希
夷
先
生
。

高
臥
西
岳
華
山
頂
上
。

の
ご
と
く
に
書
い
て
、
そ
し
て
、
そ
の
あ
と
で
「
像
ヲ
写
シ
申
シ
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候
」
と
説
明
し
て
い
る
が
、
こ
の
陳
捕
に
つ
い
て
の
董
元
基
に
よ

る
概
略
だ
け
の
簡
単
な
説
明
は
、
先
に
見
た
、
当
時
の
一
般
的
な

陳
博
像
、
睡
眠
を
好
む
仙
人
で
あ
り
、
予
言
者
で
あ
る
と
す
る
漢

詩
の
世
界
の
隠
人
の
イ
メ
ー
ジ
で
説
明
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

直
條
は
、
こ
う
し
て
入
手
し
た
陳
揮
像
を
、
京
都
は
嵯
峨
の
直

主
4

m
k"
ー

指
庵
主
、
道
澄
月
渾
に
送
っ
て
「
讃
」
を
書
い
て
も
ら
っ
て
い
た

わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
「
讃
」
は
、
格
峰
の
自
筆
「
藤
直
堅
上
進

陳
希
夷
賭
睡
像
記
」
そ
の
他
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。

擾
々
塵
簑
傭
駐
脚

武
当
華
山
愛
棲
遅

丹
詔
入
山
微
不
起

間
心
永
与
白
雲
期

睦
睡
三
昧
能
證
明

累
月
弗
醒
也
太
奇

夢
裡
返
遊
三
島
外

古
貌
撲
真
図
画
妙

倦
中
傑
出
一
希
夷

で
は
、
そ
の
肝
心
の
画
像
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
と

い
う
と
、
残
念
な
が
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
そ
う
し
た
画
像
を
実
見

註
15

す
る
機
会
を
え
て
い
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
お
ぽ
ろ

げ
な
輪
郭
は
、
こ
れ
ま
た
道
澄
月
渾
の
文
章
や
詩
の
中
に
窺
う
こ

と
が
で
き
る
。

道
澄
月
渾
の
自
筆
巻
子
「
仙
洞
恩
賜
歌
書
褐
井
引
」
（
宝
永
六

年
三
月
、
格
峰
を
介
し
て
、
直
堅
の
需
め
に
応
じ
て
作
っ
た
七
言

律
詩
）
の
第
一
聯
に
、

長
耳
美
髯
睡
貌
奇

と
あ
る
の
が
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
ほ
ぼ
同
じ
頃
に
書
か
れ
た
と

思
わ
れ
る
『
桃
薬
編
』
下
巻
の
道
澄
月
渾
の
「
分
身
入
画
」
の
中

の
別
の
賛
の
中
で
も
、

秀
眉
美
髯
垂
肩

の
ご
と
き
容
貌
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
そ
の
特
徴
が
、
肩
に
垂
れ
下

が
る
程
に
長
い
耳
と
、
美
し
い
頬
髭
、
そ
し
て
秀
れ
た
ま
な
ざ
し

を
持
っ
た
人
物
だ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
も
う
一
っ
別
の
道
澄
月
渾

の
『
桃
薬
編
』
中
巻
の
「
仙
貌
撲
真
」
で
は
、

蓋
其
像
、
広
額
円
躯
秀
目
長
髯
、
手
持
団
扇
、
睡
葬
竹
椅
゜

と
、
そ
の
全
体
像
ま
で
も
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
秀
目
長
髯
」
に
、
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広
い
額
と
円
い
か
ら
だ
と
い
う
描
写
が
加
わ
り
、
手
に
は
団
扇
を

持
ち
、
竹
の
椅
子
に
寄
り
か
か
っ
て
睡
っ
て
い
る
画
像
で
あ
っ
た

こ
と
が
判
明
す
る
。
直
條
が
所
蔵
し
て
い
た
輩
元
基
画
の
陳
拇
像

は
、
道
澄
の
い
う
通
り
の
椅
子
に
寄
り
か
か
っ
て
睡
っ
て
い
る
像

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
高
泉
性
敦
が
直
接
見
た
陳
拇
の
姿

ま、
,
1
 

首
載
荷
葉
冠
、
身
著
紫
抱
、
腰
繋
胡
巌
、
足
躁
草
履
。
童
顔

鶴
髪
、
韻
長
過
膝
。
（
『
桃
薬
絹
』
中
巻
、
高
泉
性
敦
「
乱
仙

事
績
」
）

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
童
顔
で
蹟
が
長
い
と
い
う
の
は
月
渾
に
近

ふ
く
べ

い
よ
う
で
あ
る
が
、
胡
蓋
を
腰
に
下
げ
て
、
蓮
の
葉
を
頭
に
頂
き
、

草
履
を
は
い
た
姿
は
、
直
條
の
睦
睡
像
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
ち

な
み
に
、
『
列
仙
全
伝
』
の
挿
絵
で
は
、
聰
馬
に
ま
た
が
っ
た
姿

で
あ
る
。
陳
掲
像
が
様
々
な
ス
タ
イ
ル
で
描
か
れ
て
い
た
ら
し
い

こ
と
が
推
測
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
今
見
て
き
た
こ
れ
ら
三

種
の
画
像
は
、
恐
ら
く
中
国
で
も
っ
て
、
流
布
し
て
い
た
か
と
思

わ
れ
る
陳
博
像
の
反
映
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
桃
薬
編
』
中

巻
の
「
陳
仙
広
伝
」
の
中
で
、
本
書
の
編
集
を
担
当
し
た
参
議
藤

原
詔
光
は
、
宋
の
皇
帝
真
宗
が
、
大
中
祥
符
四
年

(
-
0
―

-

）

四

に
、
華
陰
の
雲
台
観
に
お
い
て
「
拇
ガ
画
像
ヲ
閲
シ
」
た
こ
と
を

歴
史
的
事
実
と
し
て
書
き
記
し
て
い
る
。
陳
掲
仙
人
が
相
人
・
予

言
者
と
し
て
降
り
て
く
る
場
所
ご
と
に
、
そ
う
し
た
画
像
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

董
元
基
が
描
い
た
直
條
秘
蔵
の
陳
拇
画
像
が
、
道
澄
月
渾
の
い

う
、
竹
の
椅
子
に
寄
り
か
か
っ
て
眠
る
姿
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
い

ま
見
て
き
た
通
り
で
あ
っ
て
、
確
認
で
き
た
と
い
っ
て
よ
い
の
で

あ
る
が
、
道
澄
は
、
二
度
に
わ
た
っ
て
「
賛
」
を
書
い
て
い
る
こ

と
が
『
桃
薬
編
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
陳
博
画
像
も
二
幅
あ
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
く
る
。
そ
う

し
た
眼
で
道
澄
の
文
章
を
見
直
し
て
み
る
と
、
そ
の
第
一
は
、

『
桃
薬
編
』
中
巻
「
仙
貌
撲
真
」
に
出
て
く
る
も
の
で
、
そ
の

「
賛
」
は
、
今
回
祐
徳
稲
荷
神
社
の
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
た
「
藤

直
堅
上
進
陳
希
夷
睦
睡
像
記
」
の
「
賛
」
「
擾
々
塵
襄
傭
駐
脚
云
々
」

に
同
じ
で
、
ま
ご
う
か
た
な
く
直
條
が
家
臣
並
木
存
誠
を
介
し
て

長
崎
で
入
手
し
た
董
元
基
の
画
像
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
即

ち
、
こ
の
画
像
に
つ
い
て
の
道
澄
月
渾
の
記
述
は
、
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子
時
有
人
、
寄
画
一
頓
、
請
澄
題
賛
。
展
開
視
之
、
則
明
董

元
基
所
絵
陳
希
夷
睡
像
也
。

の
ご
と
く
で
あ
り
、
ま
た
「
賛
」
を
書
き
終
え
て
「
即
チ
之
ヲ
還

ス
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
章
に
お
け
る
「
有
人
」
の
「
人
」

が
直
條
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
余
地
は
な
い
。
直
條
は
こ
れ
を
表
装

し
て
秘
蔵
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
い
ま
―
つ
の

画
像
は
、
『
桃
薬
絹
』
巻
下
「
分
身
入
画
」
に
出
て
く
る
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
記
事
と
賛
と
は
、

有
人
、
依
童
元
基
所
絵
陳
仙
睡
図
、
模
写
一
幅
、
乞
拙
賛
。

荘
附
桃
業
絹
末
奉
伸
重
重
視
埜
之
微
枕
云
爾
゜

個
是
華
山
陳
希
夷
、
仙
風
道
骨
出
塵
塩
、
秀
眉
美
髯
耳
垂
肩

云
々

の
ご
と
く
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
の
「
有
人
」
の
「
人
」
と
は
、

直
條
の
菫
元
基
の
画
像
を
別
人
が
模
写
し
た
一
幅
で
あ
っ
て
、
道

濫
月
渾
の
賛
も
、
直
條
秘
蔵
の
画
像
の
賛
と
は
違
っ
て
お
り
、
道

澄
月
渾
は
新
た
に
こ
の
模
写
の
一
幅
の
た
め
に
賛
を
書
い
た
こ
と

が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
こ
の
人
物
が
誰
か
、

従
っ
て
「
賛
」
も
、
誰
の
需
め
に
応
じ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
の
か
、
ま
た
、
そ
の
時
期
が
い
つ
頃
で
あ
っ
た
の
か
も
、
い
ま

の
と
こ
ろ
明
確
に
し
得
な
い
。
直
條
秘
蔵
の
画
像
の
場
合
も
、
同

様
に
そ
の
執
筆
年
次
は
不
明
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、

「
仙
貌
模
真
」
の
文
章
は
、
時
間
の
経
過
を
追
っ
た
説
明
が
な
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
同
時
に
、
鍋
島
直
條
の
も
と
に
明
の
書
画
家
董

元
基
描
く
と
こ
ろ
の
陳
揮
仙
人
の
画
像
が
秘
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い

う
情
報
が
、
道
澄
月
渾
か
ら
、
霊
元
上
皇
へ
と
伝
わ
っ
て
い
く
経

路
も
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
叙
述
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
「
仙
貌
撲
真
」
の
文
章
は
、
い
ま
引
用
し
た
文

章
に
続
い
て
、
先
に
引
用
し
た
陳
博
仙
の
画
像
の
図
柄
が
、
「
蓋

其
像
広
額
円
躯
、
秀
目
長
髯
云
々
」
と
綴
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

後
で
、
道
澄
月
渾
は
、
こ
の
画
像
と
の
出
会
い
に
対
す
る
驚
き
を
、

呼
、
此
時
而
此
像
至
。
登
不
奇
哉
。

と
記
し
た
上
で
「
擾
々
塵
褒
傭
駐
脚
云
々
」
の
「
賛
」
を
書
き
付

け
、
続
け
て
、

題
畢
即
還
之
。
数
日
後
、
謁
一
乗
法
親
王
、
語
其
事
。
親
王

伝
達
太
上
皇
之
叡
聴
。
後
又
、
獲
使
其
像
備
子
御
覧
。
聖
情
、

大
憚
、
遂
留
在
宮
中
焉
。
旺
仙
、
今
顕
形
於
鎌
素
之
上
、
現

端
於
芝
問
之
間
、
擁
護
皇
基
、
助
宣
仏
化
、
十
洲
三
島
自
在

逍
遥
、
洞
天
福
地
寿
量
無
極
。
登
非
与
彼
三
千
桃
薬
初
生
日
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以
待
真
人
共
対
准
之
句
相
為
始
終
如
合
符
節
者
欺
゜

と
い
う
文
章
を
書
き
つ
け
て
い
る
。

道
澄
月
渾
は
、
直
條
の
画
像
に
「
賛
」
を
書
き
、
送
り
返
し
た

の
で
あ
る
が
、
そ
の
年
次
は
確
定
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
『
桃
薬

編
』
上
巻
桃
源
大
中
道
圭
の
「
陳
携
名
弁
」
に
よ
れ
ば
、

荘
丁
丑
冬
、
命
千
呆
、
鐵
牛
、
月
渾
諸
和
尚
、
令
各
書
其
事

跡
。

と
あ
っ
て
、
霊
冗
上
皇
が
、
正
覚
法
親
王
を
介
し
て
、
道
澄
月
渾

ら
に
「
陳
拇
の
事
績
」
に
つ
い
て
の
文
章
を
求
め
ら
れ
た
の
が
、

元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
の
冬
で
あ
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
先
に
引
用
し
た
道
澄
月
渾
の
「
仙
貌
撲
真
」
中
の
文

章
「
呼
、
此
時
而
此
像
至
。
登
不
奇
哉
」
で
い
っ
て
い
る
「
此
時
」

と
は
、
元
禄
十
年
冬
に
勅
命
を
受
け
、
陳
捕
の
事
跡
を
書
い
た
そ

の
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ま
か
り
に
元
禄
十
年

冬
か
ら
、
翌
十
一
年
の
春
に
か
け
て
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
道
澄
月
澤
は
、
そ
の
「
数
日
後
」
「
謁
一
乗
法
親
王
、

語
其
事
」
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
お
よ
そ
元
禄
十
一

年
の
春
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
文
章
は
、

親
王
が
、
「
太
上
皇
之
叡
聴
伝
達
」
し
た
と
続
け
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ま
た
、
そ
の
間
に
ど
の
く
ら
い
の
時
間
が
た
っ
て
い
た
の
か

は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
一
年
以
上
の
時
間
を
考
え
る
必

要
は
あ
る
ま
い
。
元
禄
十
一
年
中
、
あ
る
い
は
十
二
年
春
迄
に
は

霊
平
上
皇
の
耳
に
、
直
條
の
も
と
に
、
明
の
書
画
家
董
元
基
描
く

と
こ
ろ
の
陳
掲
画
像
が
蔵
さ
れ
て
い
る
と
の
情
報
が
達
し
て
い
た

と
考
え
て
大
き
な
間
違
い
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
大
中
道
圭
の
文
章

は
、
そ
の
ま
ま
続
け
て
、
「
後
又
獲
使
其
像
備
子
御
覧
」
と
記
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
の
「
後
」
は
、
元
禄
十
一
年
か
ら
は
、

十
年
を
経
た
宝
永
五
年
（
一
七
0
八
）
で
あ
る
こ
と
は
、
冒
頭
で

紹
介
し
た
新
出
の
巻
物
「
藤
直
堅
上
進
陳
希
夷
睦
睡
像
記
」
の
記

事
に
照
ら
し
て
明
ら
か
で
あ
り
問
題
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

直
條
秘
蔵
の
画
像
の
噂
が
、
元
禄
十
一
年
頃
、
道
澄
月
渾
か
ら

一
乗
法
親
王
を
介
し
て
霊
元
上
皇
に
伝
わ
り
、
宝
永
五
年
の
上
進

と
な
っ
た
と
い
う
経
路
が
確
か
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
『
桃
薬
編
』

上
巻
中
の
一
乗
真
敬
法
親
王
の
文
章
「
夢
陳
仙
記
」
が
少
し
く
気

に
か
か
る
。
親
王
は
、
陳
拇
を
夢
に
見
た
の
は
、
元
禄
十
二
年
の

「
小
春
初
五
夜
五
更
」
だ
っ
た
と
自
ら
記
さ
れ
、
自
分
の
夢
に
陳

樽
が
現
れ
た
理
由
を
、
自
分
が
か
つ
て
、
高
泉
和
尚
か
ら
何
度
も

何
度
も
陳
仙
の
事
を
聞
い
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
「
旧
歳
」
（
去
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年
元
禄
十
一
年
）
、
霊
元
上
皇
が
勅
命
に
よ
っ
て
、
諸
方
の
老
宿

達
に
そ
の
事
実
を
書
か
せ
ら
れ
た
、
そ
の
こ
と
に
、
自
分
は
「
旧

因
」
有
る
こ
と
を
感
じ
て
、
夢
に
見
た
に
違
い
な
い
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
画
像
の
こ
と
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
画
像
の
話

を
聞
か
れ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
た
と
考
え
て
も
不
都
合
は
あ
る

ま
い
。
親
王
は
、
夢
の
様
子
を
、

時
有
一
真
人
。
以
白
紙
一
帖
、
授
予
日
、
三
千
界
気
、
七
百

歳
身
。
（
中
略
）
蓋
是
仙
人
陳
掲
乎
。
雖
然
如
是
、
不
彰
形

容
、
不
発
音
声
、
只
悦
乎
而
似
在
耳
目
之
間
者
。

の
ご
と
く
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
夢
」
に
見
る
ま
で
陳
拇
仙
人
の

こ
と
を
思
わ
れ
て
い
た
親
王
は
、
い
ま
見
た
ご
と
く
、
元
禄
十
一

年
の
段
階
で
、
直
條
の
手
元
に
陳
博
仙
の
画
像
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
お
ら
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
直
條
の
画
像
を
親
王
が
、

一
見
さ
れ
た
可
能
性
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
記
述
を
見
る
限
り
な

い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
段
階
で

模
写
の
一
幅
が
で
き
て
い
る
筈
は
な
く
、
十
一
年
後
に
そ
の
画
像

が
、
霊
冗
上
皇
の
も
と
に
上
進
さ
れ
る
こ
と
を
知
る
や
否
や
、
そ

の
画
像
の
模
写
の
一
幅
を
作
ら
せ
、
こ
の
話
の
張
本
人
で
あ
る
道

澄
月
渾
に
、
改
め
て
「
賛
」
を
お
書
か
せ
に
な
っ
た
と
考
え
て
よ

い
よ
う
に
思
う
。
あ
く
ま
で
推
測
に
す
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
、
以
上

の
よ
う
に
考
え
て
み
れ
ば
、
第
二
の
陳
揮
仙
人
画
像
は
、
あ
る
い

は
宝
永
五
年
中
に
、
一
乗
院
真
敬
法
親
王
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
の

で
は
あ
る
ま
い
か
と
、
い
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

続
い
て
、
直
條
が
、
陳
博
仙
人
画
像
を
秘
蔵
し
て
い
る
こ
と
を

お
知
り
に
な
ら
れ
た
霊
冗
上
皇
は
、
勝
仙
院
に
勅
命
を
下
し
、
翌

宝
永
五
年
閏
正
月
、
直
條
の
あ
と
を
継
い
だ
第
五
代
直
堅
に
、
そ

の
画
像
を
上
進
さ
せ
、
大
変
喜
ば
れ
、
そ
の
夏
の
五
月
に
、
恩
賜

の
歌
書
と
香
炉
を
下
賜
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
以
下
、
そ
の
経
緯

を
、
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
た
ど
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

先
に
も
述
べ
た
通
り
、
上
皇
は
、
一
乗
院
法
親
王
よ
り
、
直
條

が
陳
揮
仙
人
画
像
を
秘
蔵
し
て
い
る
こ
と
を
お
聞
き
に
な
ら
れ
た

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
上
進
さ
せ
よ
う
と
し
て
、
な
ぜ
、
勝
仙
院

に
勅
命
を
下
さ
れ
た
か
が
、
ま
ず
間
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

、つ
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
直
條
の
こ
と
は
、
一
乗
院
真
敬
法
親
王

の
直
談
で
、
霊
元
上
皇
に
伝
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
も
う
一

五

25 

kyudaitosho_enkaku65
ノート注釈
kyudaitosho_enkaku65 : None

kyudaitosho_enkaku65
ノート注釈
kyudaitosho_enkaku65 : MigrationNone

kyudaitosho_enkaku65
ノート注釈
kyudaitosho_enkaku65 : Unmarked



恣苓匁含’r元咄袋冬‘芸宝・9屯・；、鈴淡な登蒸稼粂綴翌・が・西・・翠姦苓衣苓裕い泣ば 、;··．心．、森蕊稔緑炉·ごご岱唸苓ご顎穿笈姿苓姿ぶ•"ぶ彰ざぶ迂をぷ＾£おぶ認深滋·，ぶ笈稔娑裟唸哀透姦点‘致翌唸｀ 忍ぷぷ•蕊：＾ごや内％····

方
で
は
、
道
澄
月
渾
の
文
章
、
「
有
人
」
の
「
人
」
で
も
っ
て
、

上
皇
の
眼
に
と
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
勝
仙
院
に
つ
い
て
の
記
事
は
、
『
桃
葉
編
』
で
は
全
く
見
受

け
ら
れ
な
い
。
勝
仙
院
に
つ
い
て
の
記
事
は
、
結
局
、
格
峰
の

「
藤
直
堅
上
進
陳
希
夷
睦
睡
像
記
」
と
道
澄
月
渾
の
「
仙
洞
恩
賜

歌
書
褐
井
引
」
、
お
よ
び
、
道
澄
月
渾
が
、
「
仙
洞
恩
賜
歌
書
偽
井

引
」
を
、
格
峰
送
る
に
際
し
て
添
え
た
書
簡
「
渾
和
尚
復
断
橋
書
」

（
鹿
島
市
立
図
書
館
蔵
『
上
進
陳
仙
睡
像
因
由
考
』
所
収
）
の
三

つ
に
見
出
せ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
者
の
記
述
の
中
で
、
霊

元
上
皇
か
ら
、
勝
仙
院
へ
、
ど
の
よ
う
に
勅
命
が
下
り
、
ま
た
、

そ
の
勅
旨
が
、
勝
仙
院
よ
り
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
直
堅
に

達
し
、
霊
元
上
皇
に
陳
揮
仙
人
画
像
が
上
進
さ
れ
た
の
か
、
そ
し

て
ま
た
、
霊
冗
上
皇
よ
り
の
恩
賜
の
歌
書
と
香
炉
と
は
、
ど
の
よ

う
な
経
路
を
経
て
直
堅
に
下
さ
れ
た
の
か
を
、
具
体
的
に
た
ど
っ

て
み
る
こ
と
に
す
る
。

道
澄
月
渾
の
「
仙
洞
恩
賜
歌
書
褐
井
引
」
に
お
け
る
記
述
は
、

次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

居
士
謝
世
之
後
、
令
嗣
直
堅
公
、
以
先
人
之
所
愛
故
、
珍
蔵

龍
蔵
。
仙
洞
太
上
皇
、
聞
有
其
像
、
於
去
歳
戊
子
春
閏
正
月

間
、
特
諭
勝
仙
院
大
僧
正
、
伝
旨
於
直
堅
、
而
令
献
上
之
。

直
堅
不
勝
恭
賀
喜
、
即
馳
使
士
而
進
上
之
。
既
入
叡
覧
。
龍

顔
大
憚
。
継
命
勝
仙
院
、
転
賜
以
歌
書
三
巻
与
陶
鶏
香
炉
乙

隻
。
其
歌
書
乃
日
野
・
飛
鳥
井
・
冷
泉
、
三
名
卿
所
写
之
古

歌
也
。
直
堅
辱
承
御
賜
、
頂
戴
拝
受
、
用
為
鎮
家
之
宝
突
。

格
峰
へ
の
返
書
「
渾
和
尚
復
断
橋
書
」
の
中
で
は
、
や
や
省
略
し

た
形
で
、
次
の
ご
と
く
に
綴
ら
れ
て
い
る
。

令
弟
泰
裔
居
士
所
蔵
陳
希
夷
睡
図
、
達
子
太
上
皇
叙
聴
、
於

去
春
閏
正
月
間
、
特
命
勝
仙
院
大
僧
正
、
伝
旨
於
令
嗣
直
堅

公
、
令
献
上
之
。
叡
情
大
悦
、
賜
以
御
炉
歌
書
二
品
。
貴
家

鎮
宝
、
何
物
加
之
。

「
仙
洞
恩
賜
歌
書
井
引
」
が
、
格
峰
へ
の
返
書
よ
り
も
詳
し
い

こ
と
は
一
目
瞭
然
と
い
っ
て
よ
い
が
、
霊
元
上
皇
が
「
特
諭
勝
仙

院
大
僧
正
」
と
あ
る
部
分
は
、
返
書
で
は
「
特
命
勝
仙
院
大
僧
正
」

と
な
っ
て
お
り
、
上
皇
が
、
直
接
勝
仙
院
に
命
じ
ら
れ
た
よ
う
に

読
み
と
れ
る
。
ま
た
、
恩
賜
の
二
品
が
下
さ
れ
る
く
だ
り
に
つ
い

て
は
、
「
仙
洞
恩
賜
歌
書
井
引
」
で
は
、
「
継
命
勝
仙
院
、
転
賜
」

と
な
っ
て
お
り
、
や
は
り
直
接
勝
仙
院
に
上
皇
の
意
志
が
伝
え
ら

れ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
両
者
と
も
に
い
ま
―
つ
具
体
的
な
記
述
で
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は
な
い
が
、
勝
仙
院
へ
は
、
上
皇
の
意
志
が
、
直
接
伝
え
ら
れ
た

と
い
う
こ
と
で
、
考
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
格
峰
の
叙
述
は
、
や
や
具
体
的
な
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
今
蕊
宝
水
戊
子
春
閏
正
月
某
日
、
仙
洞
太
上
皇
、
勅
諭
勝
仙

院
大
僧
正
曰
、
「
朕
聞
、
鍋
島
故
備
前
守
家
、
蔵
僧
月
渾
之

B
 

所
賛
希
夷
先
生
図
像
。
朕
楽
覧
之
想
。
令
嗣
蔵
之
。
卿
於
彼

為
通
家
。
早
差
使
取
以
献
之
。
大
僧
正
奉
勅
馳
使
士
小
島
大

進
於
江
府
、
伝
叡
意
於
直
堅
。
直
堅
喜
此
像
達
天
聴
、
即
送

D
 

勝
仙
院
。
龍
顔
大
悦
。
越
五
月
十
九
日
、
勝
仙
再
差
前
使
、

資
来
近
世
名
卿
、
日
野
黄
門
、
飛
鳥
井
黄
門
、
冷
泉
平
章
事
、

ママ

所
写
詠
歌
大
概
、
百
人
一
首
等
歌
書
二
部
、
簸
題
九
條
右
府

染
翰
。
井
越
前
伊
部
陶
鶏
香
櫨
一
隻
。
寄
直
堅
曰
、
春
間
上

進
希
夷
先
生
図
像
。
上
皇
叡
納
受
翫
不
已
。
由
荻
今
将
御
炉

歌
書
二
品
、
宣
下
勝
仙
、
転
賜
卿
者
也
。
此
等
錫
資
、
世
所

未
有
。
若
他
人
知
則
必
有
越
例
之
儀
。
慎
勿
外
泄
云
々
。
直

堅
櫛
淋
拝
受
、
為
鎖
家
至
宝
焉
。

傍
線
部
に
付
し
た
記
号
に
従
っ
て
見
て
い
く
と
、
上
皇
と
勝
仙

院
と
の
関
係
に
、

A

「
勅
諭
勝
仙
大
僧
正
」

E

「
宣
下
勝
仙
」
と

な
っ
て
お
り
、
や
は
り
、
上
皇
よ
り
直
接
勝
仙
院
に
勅
意
が
伝
え

ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
B

「
卿
於
彼
為
通
家
」
の
一
文
に
よ
っ
て
、

上
皇
が
、
直
條
を
嗣
い
だ
第
五
代
鍋
島
直
堅
と
、
勝
仙
院
と
が
姻

戚
関
係
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

次
の

C
の
文
章
で
も
っ
て
、
勝
仙
院
が
江
戸
へ
使
い
に
遣
わ
し

た
人
物
が
、
「
小
島
大
進
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、

D
に
よ
っ
て
、
恩
賜
の
二
品
が
、
五
月
十
九
日
に
、
同
じ
人
物
小

島
大
進
に
よ
っ
て
齋
ら
さ
れ
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。

A
.
E
お
よ
び

B
に
よ
っ
て
、
上
皇
が
日
頃
か
ら
よ
く
勝
仙
院

ひ
と
と
な
り

の
人
為
を
知
っ
て
お
ら
れ
、
亡
く
な
っ
た
直
條
及
び
後
嗣
直
堅
が
、

勝
仙
院
の
親
戚
筋
に
当
た
る
こ
と
迄
も
知
っ
て
お
ら
れ
た
と
推
測

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
は
、
勝
仙
院
と
は
、
誰
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

勝
仙
院
（
住
心
院
と
も
呼
ば
れ
た
）
と
は
、
熊
野
三
山
検
校
で

あ
っ
た
聖
護
院
門
跡
の
統
割
の
も
と
に
あ
っ
た
修
験
道
教
団
、
本

山
派
の
中
核
を
な
す
院
家
の
一
っ
で
あ
り
、
住
持
は
、
補
任
を
受

け
て
い
た
。
い
ま
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
刊
の
『
京
羽
二
重
j

註
16

巻
四
「
聖
護
院
」
の
「
院
家
」
の
項
を
見
て
み
る
と
、
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院
家
勝
仙
院
洛
陽
六
角
堂
内

の
記
事
が
あ
り
、
そ
の
次
に
は
、

か
ら
す
丸
小
島
大
弐

と
い
う
名
前
が
見
出
せ
る
。
勝
仙
院
が
、
こ
の
京
都
は
六
角
堂
内

の
、
住
心
院
僧
正
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
そ
の
院
家

に
属
す
る
先
達
の
一
人
小
島
大
弐
が
、
勝
仙
院
の
使
士
小
島
大
進

の
先
代
、
あ
る
い
は
そ
の
縁
辺
の
人
物
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
勝
仙
院
と
は
、
鍋
島
家
の
中
の
如
何
な
る
人
物
で
あ
っ

た
か
を
探
っ
て
み
る
と
、
小
城
鍋
島
家
の
系
譜
に
繋
が
る
人
物
で

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
小
城
鍋
島
文

庫
の
『
鍋
島
加
賀
守
系
譜
』
に
小
城
第
二
代
藩
主
鍋
島
直
能
の
四

男
「
僧
、
晃
淳
」
、
ま
た
同
じ
く
小
城
鍋
島
文
庫
中
の
『
鍋
島
麟

太
郎
系
譜
』
に
「
僧
晃
淳
妾
腹
（
麟
太
郎
家
来
西
川
文
右
衛

門
娘
）
」
と
あ
る
人
物
に
相
当
す
る
こ
と
が
、
や
は
り
同
文
庫
の

『
御
系
譜
』
（
寛
政
二
年
写
）
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。
そ
の
記
事

ょ、

ママ

晃
諄
大
僧
正
童
名
高
麿
妾
腹
玉
松
尼

小
川
坊
城
藤
亜
相
俊
広
卿
、
為
養
子
、
接
京
都
住
心
院
晃

住
心
院
僧
正
晃
玄

玄
大
僧
正
法
跡
。
十
一
歳
而
薙
染
、
先
号
円
了
院
、
名
晃

存
、
後
改
名
晃
淳
。
二
十
許
而
入
院
。
院
号
初
有
二
、
住

心
院
．
勝
仙
院
。
晃
淳
之
時
、
達
子
朝
廷
、
定
一
号
住
心

院
。
未
満
六
十
歳
、
昇
大
僧
正
之
官
。
蓋
中
其
器
也
。
屡

出
入
禁
廷
加
持

□□
（
天
子
）
。
又
能
書
大
字
。
凡
其
所

業
之
徳
業
、
当
時
不
称
者
鮮
突
。
寛
文
七
年
丁
未
、
生
子

佐
嘉
。
享
保
十
三
年
戊
申
九
月
川
日
、
於
京
都
遷
化
、
行

年
六
十
ニ
オ
。
法
名
、
退
蜜
院
前
大
僧
正
晃
淳
大
阿
闇
梨

和
尚
。
三
井
寺
北
院
、
実
祥
院
、
住
心
院
宿
坊
、
位
牌
或

在
他
院
。

の
ご
と
く
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
勝
仙
院
と
は
、
小
城
第
二
代
藩
主

鍋
島
直
能
の
四
男
と
し
て
、
寛
文
七
年
（
一
六
七
七
）
に
生
ま
れ

た
童
名
高
麿
の
こ
と
で
、
十
一
歳
で
、
小
川
坊
城
俊
広
の
養
子
と

な
り
、
即
出
家
し
て
、
住
心
院
晃
玄
大
僧
正
の
法
跡
を
継
ぎ
、
初

名
、
晃
存
、
後
に
晃
淳
と
改
め
、
大
僧
正
位
ま
で
進
み
、
広
く
そ

の
「
徳
業
」
が
称
賛
さ
れ
、
天
皇
の
加
持
祈
祷
を
行
い
、
書
家
と

し
て
も
著
名
な
僧
侶
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
小
城
鍋
島
文
庫

の
『
鰐
翠
〗
御
年
譜
』
に
も
、
「
毎
度
、
禁
中
に
被
召
、
玉
体
を

御
加
持
被
成
候
」
と
、
霊
元
上
皇
の
祈
祷
僧
と
な
っ
て
い
た
こ
と
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ま
ず
、
直
能
と
坊
城
家
の
関
係
か
ら
見
て
み
る
と
、
そ
の
関
係

さ
だ

は
、
寛
文
元
年
、
直
能
四
十
歳
の
折
に
、
坊
城
俊
完
の
養
女
於
伊

賀
姫
を
、
後
室
に
迎
え
た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
小
城
鍋
島
文
庫
蔵
の
『
直
能
公
御
年
譜
』
（
十

一
冊

近

世

後
期
写
）
が
最
も
詳
し
い
。
そ
の
全
文
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

直
能
公
、
於
江
戸
中
屋
敷
、
小
川
坊
城
大
納
言
藤
原
俊
完

卿
御
息
女
於
伊
賀
様
卜
御
婚
礼
月
日
不
詳
。
於
伊
賀
様
御
年

弐
拾
五
歳
。
寛
永
十
四
年
丁
丑
於
京
都
御
誕
生
也
。
同
母

堂
、
御
出
処
不
詳
。
於
伊
賀
様
、
実
ハ
、
人
皇
百
八
代
後

陽
成
院
第
八
皇
子
良
純
親
王
知
恩
院
宮
之
姫
宮
也
。
表
向

六

が
確
認
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
勝
仙
院
大
僧
正
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、

逆
に
、
な
ぜ
、
直
能
の
四
男
が
坊
城
家
の
養
子
に
な
り
え
た
か
と

い
う
問
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
直
能
と
坊
城

家
と
の
関
係
、
ま
た
、
坊
城
家
と
霊
元
上
皇
、
さ
ら
に
は
直
能
と

天
皇
家
と
の
関
係
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
見
て
お
く
必

要
が
あ
ろ
う
。

ハ
俊
完
卿
御
実
娘
之
由
二
而
御
縁
組
被
成
候
。
御
伊
賀
様

御
一
生
之
間
、
親
王
之
姫
宮
と
云
事
、
御
沙
汰
不
被
成
御

隠
し
被
成
御
座
候
処
、
俊
完
卿
之
御
舎
弟
松
崎
主
計
頭
殿

御
息
女
お
岩
の
御
方
、
八
重
姫
君
様
小
上
藷
二
而
江
戸
被

ママ

相
勤
居
候
内
、
此
御
方
御
屋
敷
二
も
御
縁
続
処
与
以
、
折

節
宿
下
リ
之
節
、
御
逗
留
由
、
委
細
御
咄
二
而
相
知
レ
候

也
。
右
お
岩
上
謁
も
宝
永
三
年
三
月
三
日
、
此
御
方
御
屋

敷
二
而
病
死
、
高
雲
院
殿
是
也
。

と
い
う
、
於
伊
賀
姫
の
出
生
の
秘
密
を
記
し
た
あ
と
に
、
そ
の
父

良
純
親
王
に
つ
い
て
の
記
事
一
条
が
い
ま

―
つ
添
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
記
事
は
、

二
品
良
純
親
王
ハ
寛
永
廿
年
十
一
月
甲
斐
国
へ
流
罪
、
万
治

二
年
六
月
帰
洛
、
捨
戒
、
御
還
俗
有
、
以
心
庵
と
被
号
。
寛

文
九
年
八
月
朔
日
二
甍
去
、
六
十
六
歳
。
依
之
於
伊
賀
様
、

此
已
後
ハ
、
元
朝
二
も
先
御
精
進
之
御
膳
被
召
上
、
其
後
御

祝
之
御
膳
上
り
候
也
。

の
ご
と
く
で
あ
る
。
二
つ
の
記
事
を
合
わ
せ
読
め
ば
、
御
伊
賀
姫

が
、
自
己
の
出
自
を
隠
し
通
さ
れ
よ
う
と
さ
れ
た
理
由
が
、
主
に
、

父
親
王
が
、
流
罪
者
と
し
て
幕
府
よ
り
罰
さ
れ
た
家
柄
で
あ
る
こ
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と
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な

い
。
於
伊
賀
姫
の
心
は
、
親
王
の
姫
宮
と
い
う
自
負
と
、
現
在
処

罰
を
受
け
て
い
る
親
王
家
の
出
で
あ
る
と
い
う
負
い
目
と
に
、
複

雑
に
揺
れ
動
い
て
い
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
て
、
そ
う
し
た
姫

宮
の
心
境
が
、
結
果
と
し
て
直
能
と
の
結
婚
を
決
断
さ
せ
た
と
考

え
て
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
は
た
し
て
、
二
人
の
仲
は
睦
ま
じ

く
、
結
婚
翌
年
の
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
四
月
二
十
六
日
に
は
、

能
直
を
継
い
だ
小
城
藩
第
三
代
藩
主
元
武
が
生
ま
れ
て
い
る

（
『
鍋
島
加
賀
守
系
譜
』
一
冊
写
本
）
。
ち
な
み
に
、
御
伊
賀
姫

は
、
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
七
月
二
十
六
日
、
小
城
の
西
岡
に

お
い
て
七
十
八
歳
で
亡
く
な
ら
れ
、
遺
骸
は
小
城
の
星
巖
寺
に
葬

ら
れ
た
（
『
御
系
譜
』
）
。

次
に
、
直
能
と
天
皇
家
と
の
関
係
を
見
て
み
る
と
、
そ
の
関
係

は
、
専
ら
、
直
能
の
歌
道
へ
の
執
心
が
齋
し
た
も
の
だ
っ
た
と
い
っ

て
よ
い
。
匝
能
は
、
寛
永
十
六
年
、
十
八
歳
の
折
に
飛
鳥
井
雅
章

に
入
門
し
、
以
来
歌
道
の
修
練
を
積
み
、
四
十
歳
の
寛
文
元
年
に

は
、
北
野
天
満
宮
の
能
貨
よ
り
古
今
伝
授
を
受
け
た
歴
と
し
た
大

名
歌
人
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
明
暦
二
年
、
父
元
茂
の
事
業
を
継
い

で
、
別
邸
桜
岡
を
築
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
桜
岡
の
好
景
が
万

治
元
年
に
草
さ
れ
た
木
下
順
庵
の
「
桜
岡
記
」
で
も
っ
て
、
評
判

と
な
り
、
そ
の
こ
と
を
お
聞
き
に
な
ら
れ
た
後
西
天
皇
が
、
延
宝

の
初
め
頃
、
そ
の
桜
岡
の
好
景
を
詠
ま
れ
た
御
製
の
和
歌
一
首
を

賜
ら
れ
た
の
が
、
直
能
と
天
皇
と
の
最
初
の
出
逢
い
で
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
直
能
は
、
延
宝
七
年
に
も
、
霊
元
上
皇
に
自
著
「
夫

木
類
句
』
の
天
覧
を
賜
る
と
い
う
栄
に
浴
し
て
い
る
が
、
い
ま
こ

こ
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、
そ
う
し
た
結
果
な
の
で
は
な
く
、
実

際
に
、
ど
の
よ
う
な
人
達
が
、
ど
の
よ
う
に
働
い
た
結
果
、
そ
う

し
た
天
皇
と
の
関
係
が
出
来
た
か
と
い
う
こ
と
を
具
体
的
に
探
る

こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
延
宝
三
年
に
、
直
能
自
ら
の
絹
集
に
よ
っ
て
成
立
し

た
桜
岡
詩
歌
の
総
集
『
八
重
一
重
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
和
歌
を

見
て
み
る
と
、
最
初
に
新
院
御
製
後
西
院
が
あ
り
、
続
い
て
道
寛

法
親
王
聖
護
院
・
権
大
納
言
俊
広
坊
城
．
正
二
位
雅
章
飛
鳥
井
の
順
に

配
さ
れ
て
お
り
、
最
後
の
二
十
首
目
は
直
能
の
歌
と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
後
に
、
聖
護
院
宮
道
寛
法
親
王
が
、
法
皇
後
水
尾
院
の

も
と
に
お
も
む
か
れ
、
桜
岡
の
こ
と
を
申
し
上
げ
ら
れ
、
お
詠
み

頂
い
た
と
い
う
一
首
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
そ
の

後
に
、
二
品
道
晃
親
王
照
高
院
の
和
文
の
跛
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
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つ
ま
り
、
こ
の
『
八
重
一
重
』
の
中
の
桜
岡
和
歌
部
に
は
、
何
と

当
代
の
天
皇
家
の
四
方
が
登
場
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
さ

に
、
目
を
見
張
る
ば
か
り
の
豪
華
さ
で
あ
る
が
、
こ
の
メ
ン
バ
ー

を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
集
め
え
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み

る
と
、
そ
れ
は
恐
ら
く
以
下
の
ご
と
く
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え

ら
れ
る
。

「
八
重
一
重
』
の
冒
頭
に
、
木
下
順
庵
の
万
治
元
年
の
文
章

「
桜
岡
記
」
が
あ
る
こ
と
は
す
で
に
触
れ
た
が
、
直
能
は
、
こ
の

文
章
を
、
和
歌
の
師
匠
で
あ
る
飛
鳥
井
雅
章
や
義
兄
の
坊
城
俊
広

に
見
せ
て
は
、
天
皇
始
め
親
王
様
方
の
桜
の
歌
を
集
め
た
い
と
の

希
望
を
、
し
き
り
に
説
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
聖
護
院
宮
道

寛
法
親
王
の
次
に
坊
城
俊
広
の
歌
が
あ
る
こ
と
は
、
恐
ら
く
、
本

気
で
直
能
の
願
い
を
聞
き
入
れ
、
積
極
的
に
引
き
受
け
て
、
動
き

回
っ
て
く
れ
た
の
は
、
や
は
り
義
兄
の
俊
広
で
あ
っ
た
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
修
験
道
本
山
派
を
統
轄
す
る
聖
護
院

門
跡
を
戴
い
て
、
実
質
本
山
派
の
実
権
を
持
つ
院
家
の
住
職
を
出

し
た
坊
城
家
の
当
主
に
と
っ
て
、
聖
護
院
門
跡
道
寛
法
親
王
に
お

願
い
す
る
こ
と
は
た
や
す
か
っ
た
筈
で
あ
り
、
そ
の
法
親
王
に
、

兄
で
あ
る
新
院
後
西
院
に
詠
作
の
一
件
を
お
願
い
し
て
も
ら
い
、

ま
た
、
法
皇
後
水
尾
院
へ
は
、
こ
れ
ま
た
弟
で
あ
り
、
前
の
聖
護

院
門
跡
で
あ
っ
た
照
高
院
に
、
詠
作
の
一
件
を
願
い
出
て
も
ら
っ

た
と
い
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
て
よ
い
よ
う
に
思
う
。
や
は
り
、
直

能
が
、
後
陽
成
天
皇
の
孫
に
当
た
ら
れ
る
於
伊
賀
姫
を
後
室
に
迎

え
た
こ
と
が
、
決
定
的
に
作
用
し
て
い
た
と
見
て
間
違
い
な
い
の

で
あ
る
。
い
ま
一
っ
、
坊
城
家
と
霊
元
上
皇
と
の
関
係
を
見
て
お

く
と
、
霊
冗
上
皇
の
後
宮
に
入
っ
て
、
憲
子
内
親
王
を
生
み
奉
っ

た
の
が
、
坊
城
俊
広
の
娘
房
子
で
あ
っ
た
。
藤
大
典
侍
と
呼
ば
れ

た
房
子
の
母
は
、
何
と
飛
鳥
井
雅
章
の
娘
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
と

い
う
こ
と
は
、
坊
城
家
の
養
子
と
な
っ
た
高
麿
、
こ
と
勝
仙
院
は
、

房
子
の
義
弟
で
あ
り
、
霊
元
上
皇
と
の
関
係
は
、
極
め
て
近
い
縁

戚
関
係
に
あ
っ
た
と
い
え
る
わ
け
で
、
霊
元
上
皇
が
、
直
接
勝
仙

院
へ
、
直
條
旧
蔵
の
陳
博
仙
画
像
の
上
進
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
も
、

い
う
な
れ
ば
、
ど
こ
か
に
気
心
の
し
れ
た
身
内
の
感
覚
が
あ
っ
て

の
こ
と
だ
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
異
例
の
下
賜
の
品
が
下
さ
れ

る
の
も
そ
う
し
た
意
識
の
反
映
だ
っ
た
と
見
倣
し
て
よ
い
で
あ
ろ

、つ
最
後
に
、
鹿
島
鍋
島
家
と
天
皇
家
と
の
関
係
を
見
て
お
く
と
、

直
條
の
父
第
三
代
藩
主
直
朝
が
後
室
と
し
て
迎
え
た
鷹
司
家
の
養
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ー 女
万
子
姫
は
、
花
山
院
定
好
公
の
娘
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
生
母
は
、

鷹
司
信
尚
の
室
と
な
ら
れ
た
後
陽
成
天
皇
の
皇
女
清
子
内
親
王
の

娘
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
万
子
姫
は
、
後
陽
成
天
皇
の
曾
孫

に
あ
た
ら
れ
る
方
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
こ
と
は
、

直
條
も
、
皇
孫
で
あ
る
継
母
に
育
て
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
、
皇
室

と
の
縁
に
繋
が
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
あ
る
い
は
、
直

條
の
文
章
を
支
え
た
思
想
の
背
後
に
、
そ
う
し
た
自
負
の
念
が
あ
っ

た
と
い
っ
て
よ
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、

陳
希
夷
賭
睡
像
一
件
の
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
鍋
島
家
と
天
皇
家

と
の
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
我
々
は
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。格

峰
「
藤
直
堅
上
進
陳
希
夷
睦
睡
像
記
」
に
は
、
「
詠
歌
大

概
、
百
人
一
首
等
歌
書
二
部
」
と
あ
る
が
、
鹿
島
市
立
図
書
館

蔵
「
上
進
陳
希
夷
睡
像
来
由
考
』
所
収
「
藤
直
堅
上
進
希
夷
先

生
睡
像
記
」
、
同
「
渾
和
尚
因
藤
直
堅
索
題
仙
洞
太
上
皇
所
賜

歌
書
傷
井
引
」
お
よ
び
、
道
澄
月
渾
の
自
筆
巻
子
本
「
仙
洞
恩

賜
歌
書
侶
井
引
」
（
平
成
十
一
年
・
祐
徳
博
物
館
新
蔵
）
に
は

、王―――ーロ

3
 

2
 そ
れ
ぞ
れ
「
三
部
」
と
あ
る
。

【
陳
揮
】
宋
、
真
源
の
人
。
字
は
図
南
。
号
は
扶
揺
子
。
賜

号
は
希
夷
先
生
。
武
当
山
九
室
岩
に
隠
れ
、
仙
術
を
修
め
、
華

山
に
移
居
す
。
五
代
、
周
の
世
宗
に
諌
議
大
夫
を
以
て
召
さ
れ

た
が
受
け
ず
、
太
平
興
国
中
入
朝
し
、
太
宗
に
重
ん
ぜ
ら
れ
る
。

宋
代
漉
洛
関
閲
の
学
派
に
於
て
は
太
極
図
と
い
ふ
も
の
が
極
め

て
重
視
せ
ら
れ
、
其
の
図
は
周
惇
願
の
自
得
の
妙
な
り
と
も
言

は
れ
て
い
る
が
、
清
朝
の
黄
宗
炎
の
著
図
学
弁
惑
な
ど
の
考
証

に
よ
れ
ば
、
太
極
図
は
漠
の
魏
伯
陽
の
創
設
に
よ
る
も
の
で
、

道
士
修
練
の
術
に
用
ひ
た
も
の
、
そ
れ
が
鐘
離
・
呂
洞
賓
を
経

て
此
の
陳
揮
に
伝
は
り
、
更
に
神
放
・
穆
修
の
諸
人
を
経
て

周
惇
願
に
伝
は
っ
た
も
の
と
い
ふ
。
何
れ
に
せ
よ
、
陳
拇
は
宋

代
哲
学
に
重
大
な
地
位
を
有
す
る
人
で
あ
っ
た
。
著
に
指
玄
篇

八
十
一

章

・
三
峯
寓
言
・
高
陽
集
・
釣
渾
集
が
あ
る
。
〔
宋
史
、

四
百
五
十
七
〕
．
〔
宋
史
新
編
、
一
百
七
十
七
〕
．
〔
東
都
事
略
、

一
百
十
八
〕
・
〔
五
朝
名
臣
言
行
録
、
十
〕
．
〔
宋
人
軟
事
彙
絹
、

一
百
六
十
二
〕
。
（
『
大
漢
和
辞
典
」
縮
写
版
巻
十

一

昭
和
四

十
三
年
十
月
第
二
刷
大
修
館
書
店
刊
）

〔
陳
揮
〕
？
ー
九
八
九
。
宋
の
峯
州
真
源
（
河
南
省
）
の
人
。
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字
は
図
南
。
号
は
扶
揺
子
。
太
宗
の
端
批
二
年
没
。
好
ん
で
易

を
読
み
、
著
に
正
易
心
法
が
あ
る
が
、
そ
の
作
っ
た
太
極
図
は
、

周
敦
願
の
太
極
図
の
も
と
づ
く
と
こ
ろ
と
い
わ
れ
る
。
（
後
略
）

（
『
中
国
学
芸
大
事
典
』
昭
和
五
十
二
年
十
月
大
修
館
書
店

ij)
。

干
4

架
蔵
、
慶
安
三
年
版
の
近
世
後
期
大
坂
河
内
屋
喜
兵
衛
版
本

に
よ
る
。

5

架
蔵
、

寛
文
七
年
版
の
明
治
十
七
年
大
阪
吉
岡
平
助
他
五
罪

後
刷
本
に
よ
る
。

6

近
世
を
代
表
す
る
命
書
・
相
書
と
し
て
も
広
く
行
わ
れ
た
。

佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
市
場
直
次
郎
文
庫
蔵
本
に
よ
る
。

7

架
蔵
、
寛
文
七
年
京
都
八
百
甚
四
郎
友
春
梓
行
本
に
よ
る
。

8

架
蔵
、
無
刊
記
本
に
よ
る
。

9

古
賀
十
二
郎
著
『
長
崎
画
史
彙
伝
』
「
童
立
山
」
ノ
項
。
昭

和
五
十
八
年
十
一
月
、
長
崎
文
献
社
刊
。

1
0
『
瑣
浦
雑
綴
』
は
、
『
大
田
南
畝
全
集
』
第
八
巻
（
昭
和
六
十

一
年
四
月
岩
波
書
店
刊
）
に
よ
る
。

11

宝
水
二
年
十
月
太
上
皇
御
製
桃
葉
編
序
、
参
議
藤
原
詔
光
勅

撰
、
直
指
道
澄
、
仏
国
道
申
校
訂
、
『
桃
薬
編
」
（
大
本
三
巻
三

冊
刊
本
）
か
ら
の
引
用
は
、
以
後
す
べ
て
国
立
国
会
図
書
館
蔵

本
に
よ
る
。

12

普
敬
・

碧
渾
に
つ
い
て
は
、
『
黄
辟
禾
文
化
人
名
辞
典
』
（
昭
和

六
十
三
年
十
二
月
思
文
閣
出
版
刊
）
「
普
敬
」
の
項
参
照
。

13

『
黄
漿
文
化
人
名
辞
典
』
「
玉
岡
海
崖
」
の
項
参
照
。

14

「
道
澄
月
渾
」
に
つ
い
て
は
、
『
黄
漿
文
化
人
名
辞
典
』
「
月

渾
道
澄
」
の
項
参
照
。

1
5
畏
友
、
北
九
州
大
学
の
錦
織
亮
介
氏
よ
り
『
國
華
』
第
千
二

百
八
十
八
琥
（
平
成
十
五
年
二
月
発
行
）
に
、
海
老
根
聰
郎
氏

の
「
長
谷
川
信
春
筆
陳
希
夷
睡
圏
」
の
紹
介
が
あ
る
こ
と
、
ま

た
万
福
寺
獅
子
林
院
に
「
陳
仙
翁
図
」
一
幅
が
蔵
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
御
教
示
頂
い
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
あ
げ
る
。
た
だ
し
、

こ
の
二
図
に
共
通
す
る
も
の
は
何
も
な
い
と
い
っ
て
よ
く
、
ま

た
後
述
す
る
ご
と
く
、
直
條
の
像
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
も
な
い

よ
う
で
あ
る
。
今
後
の
研
究
に
期
待
し
た
い
。

1
6
『
新
修
京
都
叢
書
』
巻
第
二
（
昭
和
四
十
四
年
四
月

書
店
刊
）
所
収
。

臨
川
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